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筑波大学 6 MV タンデム加速器質量分析装置において，宇宙線生成あるいは人為起源の長半減

期放射性ハロゲンである塩素 36（36Cl, T1/2 = 0.301 Myr）について，加速器質量分析（Accelerator Mass 

Spectrometry: AMS）による高感度検出法の技術開発を進めている[1]。36Cl は妨害となる同重体 36S

の混入により，加速器質量分析による測定が困難な放射性核種の一つである。36Cl の加速器質量

分析では，試料形態として塩化銀（AgCl）を用いる。AgCl を装填する試料搭載ホルダーについて

は，AgBr 粉末で充填した銅ホルダーを使用する。AgCl から Cs スパッタで引き出した Clをター

ミナル電圧 6.0 MV で加速して，炭素薄膜（3.6 g/cm2）により荷電変換した 48 MeV の 36Cl7+をガ

ス電離箱で検出している[2]。 

人為起源の 36Cl は，主に安定同位体である 35Cl の中性子捕獲反応である 35Cl(n, )36Cl で生成さ

れる。熱中性子領域において，中性子捕獲断面積が大きい反応となっている。これまでに筑波大

学 AMS グループでは，36Cl の加速器質量分析を用いて，広島・長崎の原爆線量計算システム（DS02）

の検証[3]や茨城県東海村での JCO 臨界事故における中性子線量評価[4]などをおこなってきた。人

為起源の 36Cl はクリアランス評価対象の放射性核種であり，原子力施設などにおける施設構造物

や配線などの設備部品，冷却水などでも生成される。原子力施設における廃棄物中の放射化物調

査の他にも，35Cl(n, )36Cl で生成される長半減期放射性核種であるために，施設内の中性子積算線

量の推定にも適用可能と考えられる。本発表では，6 MV タンデム加速器質量分析装置を用いた人

為起源 36Cl の検出技術の進展と，原子力施設における放射化物の調査及び中性子積算線量推定へ

の適用の可能性について報告する。 
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